































































































































IFDMS の結果が学術論文として世に出たのは 2013 年
のことです  [9]。しかしそれ以前からこの調査結果はマ
スメディアに流れ、政治的に利用されてきました。2011
年 2 月には研究チーム代表者 Jacky Boivin が来日、メデ
ィアと国会議員に向けて講演をおこないました  [1]。そ





































新たな少子化社会対策大綱策定のための検討会  (第 3 回) 齊藤英和委員資料  [12] から複製 







図 2: 年齢の効果を誇張した「卵子の数」のグラフ 
 
 
















実際に Baker の論文に載っているグラフ  (図 3) とはか
たちがちがいます。いちばん重要なちがいは、図 2 の卵
子数は 20 代から 30 代にかけて減りつづけるのに対し、
                                                  
1 注釈の雑誌名には間違いがあります  (11 ページ参照)。 
2  Baker の 1971 年論文  [18] と 1972 年論文  [19] におなじグラ
フが載っています。これらは Bakerの 1963年論文  [20] と Block
























図 4 は日本生殖医学会の「不妊症 Q&A」ウエブサイ
ト  [22] のものです。これとおなじグラフは、同学会の
編集した専門医研修用教科書  [23] や、医師向けハンド
ブック  [24] にも出てきます  (これらについては 8 ペー
ジで再度とりあげます)。図 4 においては、ピークの位置
が図 3 よりも高いほか、胎生 9 ヶ月、出生時、10 歳以上
のすべての点が図 3 とちがう位置にあります。とりわけ、
30 歳でほとんどゼロまで減少するのが目を引きます。出






















事情にも注意しておきましょう。図 3 の 6 歳以上のデー
タは、Block の 1940 年代の研究によるものです。Block
は、急死した女性のケース  (事故・自殺・急病など) を

















Faddy ほかを引いて書かれた te Velde ほか  [28] のグラ
フに酷似しています。Faddy ほかの推定結果は 37.5 歳で



























図 6: 専門家団体の要望書で使われた「妊孕力」グラフ 
 







よるものですが、そこでは、20 代後半から 30 代前半に
結婚した女性  (図 7 の黒い点線) は、すくなくとも新婚
の時期には、かなり高い出生力を示していました。とこ
ろが Bendel & Hua はこれらの女性のデータをとりのぞ















Sheps [31] の表から 3 年間移動平均を計算  [1] [32] 
図 7: フッター派コミュニティの年齢別婚姻内出生率 
 
Bendel & Hua の論文  [29] が出てから 11 年後、Wood 





フが 1 歳刻みの曲線であったところ、7 つの点だけを抜




の 1979 年には、分析がおかしいことの指摘  [36] をすで
に受けていたという事実です。文献引用データベースの
Web of Scienceによれば、Bendel & Hua [29] はそれ以来


























ットします  (2016 年 11 月 5 日)。 
 
インターネット上の情報から作成  [38] 
図 8: 「Likelihood of getting pregnant」曲線 
このようなネット上のグラフのなかには、Helen A. 
Carcio 編の本  [39] を出典として表示している例があり
ます。この本には 12 ヶ月以内に妊娠する割合  (%) とし
て 86、78、63、52 の 4 つの数字が並んだ表がでてきます 
(表 1)。これらは、図 8 の 20–30 代の数値とおなじです。
しかしデータの出所について説明がないため、どこから
来た数値なのかわかりません  [38]。 
残りの 3 つは M. Sara Rosenthal の本  [40] から来て
いるようです。この本には表 2 のような 7 つの数値があ











                                                  
4 「自然出生力」(natural fertility) は、子供を何人持つかを人々
が意図的に制御していない状態を指す人口学用語です  [41]。 
























表 1: “Probability of pregnancy with advancing age” 
(Carcio Management of the Infertile Woman [39] p. 39) 






表 2: “Fertility through the ages”   
(Rosenthal The Fertility Sourcebook, 2nd ed.) [40] p. 5 


























図 9: 日本生殖医学会が抜き出した 4 本の曲線 
 
図 9 は 4 本の曲線からなりますが、日本生殖医学会サ
イトによれば、これらは Menken ほかの論文  [45] から
「代表的なデータを抜粋」したものだそうです。Menken
ほか  [45] に出てくるグラフ  (図 10) は、さまざまな自
然出生力集団  (7 ページ参照) の資料から 10 種類の年齢
別婚姻内出生率データを選んで図示しています。そこか




犯しています  [46]。4 本の曲線のうち「17 世紀」と説明
がついた曲線は、実際には 17 世紀ではなく、20 世紀の
データです。他方、「20 世紀」と書いてある曲線のほう
は、元のデータ  (図 10) では 17 世紀と 18 世紀の別々の
データだったものをつなげて 1 本にしています。 
図 10 の 10 本の曲線のうち、図 9 に載ったものと載ら
なかったものをくらべると、後者はすべて凸型の曲線を



















































図 12: ヨーロッパ 7 箇所の家族計画センターでの調査













































によると、Dunson ほかの論文  [48] は 2017 年 1 月 5 日
までに 194 回引用されているのですが、統計モデルの説
明がある先行研究  [51] を引用しているのはそのうち 4









































1995 Rosenthal の本 The Fertility Sourcebook第 1 版 




















2009–2010    IFDMS 調査実施 
2011 Jacky Boivin 来日、IFDMS についてメディアと国会







の国会質問主意書  [11] で IFDMS調査結果を利用  (11
月 16 日) 
2012 第 2 次安倍晋三内閣  (12 月 26 日) 
2013 吉村泰典、内閣官房参与に就任  (3 月 13 日) 
2013 内閣府、「少子化危機突破タスクフォース」を組織 













特命担当大臣  (少子化対策) に提出  [30] (3 月 2 日) 
2015 「少子化社会対策大綱」[8] (3 月 20 日) 
2015 文部科学省、保健副教材『健康な生活を送るために』
(平成 27 年度版) [37] を高校に配布  (8 月) 
 
IFDMS 調査結果が 2011 年に日本に紹介されて以降、
「少子化」と「卵子の老化」を結びつける議論が勢力を
広げていきます。特に、2012 年の NHK の番組は注目を
集めました。 
2013 年には国政が大きく動きます。2012 年末に成立し





























































図 6 のような 22 歳ピークのグラフは、あちこちの自治
体が使っています。6 ページで解説したように、このグ
ラフは原典のデータと大きく形状がちがうのですが、た
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